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1．　栄養摂取量

結果の概要

　国民1人1日当たりの栄養摂取量を昭和48年と比較すると，ビタミンCを除いて各種の栄養摂取量は

低下している（表1）。

表1　栄養摂取量の年次推移
（1人1日当たり）

熱量

栄養摂取量

たん白質

（うち動物性たん白質）

脂肪

（うち動物性脂肪）

炭水化物

カルシウム

鉄

ビタミン

A
B1
B2
C

穀類カロリー比

動物性たん白質比

昭和47年11月

昭和50年を
目途とした
栄養基準量

昭和48年11月 昭和49年11月

変動指数

注）1．　穀類カロリー比＝穀類カロリー／総カロリー×100
2．動物性たん白質比＝動物性たん白質／総たん白質×100

2．　食品群別摂取量

　国民1人1日当たりの食品群別摂取量を昭和48年と比較すると，いも類，さとう類，油脂類などが増

加しているが，米類，菓子類，緑黄色野菜，魚介類，肉類が減少している（表2）。

3．　支出階層別にみた食生活

（1）世帯における1人1か月当たりの家計上の現金支出額によって栄養摂取状況をみると，たん白質，

脂肪は支出額の増加につれて増える傾向を示し，支出額の少ない程穀類カロリー比は高く，動物性た

ん白質比は低い（表3）。
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表2　食品群別摂取量の年次推移

（1人1日当たり 単位＝g）

摂取量

穀類
米類
小麦類
大麦・雑穀

昭和47年11月

いも類
さとう類
菓子類
油脂類

豆類
大豆・大豆製品
その他の豆類

緑黄色野菜
その他の野菜・茸類

果実類
海草類

調味嗜好飲料

魚介類

肉類

卵類

牛乳

乳製品

昭和48年11月 変動指数昭和49年11月

表3　支出階層別栄養摂取量
（金額は1人1カ月当たり現金支出額，栄養摂取量は1人1日当たり）

10，000円未満 10，0OO～19，999円 20，000～29，999円 30，000～39，999円 40，000円以上

熱量
たん白質
（うち動物性たん白質）
脂肪
炭水化物
カルシウム
鉄

ビタミン

A
B1
B2
C

穀類カロリー比
動物性たん白質比
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（2）食品群別摂取状況をみると，支出 額が多くなるにつれて，米類の摂取量が減少し，小麦類，油脂

類，調味嗜好飲料，果実類，畜産食品が増加する傾向がある（図1，表4）。

表4　支出階層別食品群別摂取量
（金額は1人1カ月当たり現金支出額，食品群別摂取量は1人1日当たり　単位＝g）

穀類
米類
小麦類
大麦・雑穀

いも類
さとう類
菓子類
油脂類

豆類
大豆・大豆製品
その他の豆類

緑黄色野菜
その他の野菜・茸類

果実類
海草類

調味嗜好飲料

魚介類

肉類

卵類

牛乳

乳製品

図1　支出階層別食品摂取傾向 図2　朝昼夕別外食状況

米類
果実類

調味・嗜好飲料

牛乳

小麦類

肉類
卵類
油脂類

総数

朝食　男

女

総数
昼食　男

女

1人1か月当たり現金支出額

総数

夕食　男

女
3回とも外食 2回外食 1回外食

未満 以上

4．　地域特性別にみた食生活

（1）地域特性別に栄養摂取状況をみると，農業地域は他の地域に比して，熱量，炭水化物の摂取量は多

いが，動物性たん白質，脂肪の摂取量は少ない（表5）。

（2）食品群別摂取状況をみると，住宅地域，商業地域では油脂類，調味嗜好飲料，畜産食品の摂取量が

多く，農業地域では米類，いも類，その他の野菜類の摂取量が多い（表6）。


